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J48a MAXIで観た中性子星低質量X線連星のもう一つの状態遷移について
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中性子星を含む低質量 X線連星には、２種類の状態遷移 (state transition)が考えられる。一つは、よく知ら
れている降着円盤の状態遷移（disk transition）であり、他方は、Alfven半径とCo-rotation半径が等しくなった
ところでの状態遷移（propeller effect）である。これらの状態遷移については、これまで、X線光度が大きく変
化する天体（transient天体）について調べられてきたが、それぞれの状態遷移に関する言及のみに留まっていた
り、どちらの種類の遷移が起きているか混同されたりしているのが現状である。さらに、中性子星を含む低質量
X線連星のX線光度は、∼ 2× 1038 erg s−1 から∼ 1032 erg s−1までの広範囲に渡り変化するが、２つの状態遷
移とそれに伴う輻射機構の変化については、統一的な議論もほとんど行われていない。
全天 X線監視装置 (MAXI)に搭載された比例計数管カメラ (GSC)は、2009年 8月に観測を開始して以来、

transient天体である 4U 1608–52とAql X-1から合計５回アウトバーストを検出している。これらのX線光度の
頻度分布から、X線光度変化の大きなギャップが、∼ (4− 9)× 1035 erg s−1付近にあることがわかった。このX
線光度変化の大きなギャップが propeller effectによるものと考えると、中性子星の磁場は、∼ 1× 108 Gと見積れ
るが、一方で、このX線光度は、バックグラウンドの変動によってはX線光度の上限値になる場合もある。本講
演では、これらのMAXI/GSCの解析結果をもとに、中性子星の磁場にどこまで制限がつけられるか議論し、ま
た、２つの状態遷移に伴う輻射機構の変化について考察する。


